





























の本文と索引」 （ 『上智大学国文学論集』六・一九七三年一月）がある。しかし、両者とも、必ずしも「本書」の原文に忠実な翻刻とはなっていない。 一例を挙げることにする。 「第五のまだめんと」の九番目の、　
　（
16ウ）
は、 「九刀だめしに死人をきりたる事ありや」とされ べきところであろうが、長沼氏 松岡氏は それぞれ
九力だめしに死人をきりたる事ありや。九、力だめしに死人をきりたる事ありや


















































































「ちからだめし」が、室町中期には用例が存し、しかも、当該箇所を「ちからだめし」と解しても文脈的には、それほど不自然ではないことが、かかる誤認の誘因になっていよう。一方、 「かたなだめし」は、 「本書」の用字用語に手を加えた再版とされる『校正再刻とがのぞき規則』 （一八六九年刊）には、存しているわけであるから、 「本書」の翻刻の
際に、これら両版を突き合わせる

































でうすぱあてれ御子ぜずきりしとを一切人間の御たゝじてと定め玉ふに依て一切人間のぜんあくを御きうめいなされしやうばちの をこなひ玉ふ御位を与へ玉ふなり又御主ぜずき しとは此位させるだうてすに下さるゝ也其位といふは人間の科をきゝ糺しあきらめられそれ〳〵にあひあたる科をくりをさづけ れよとの儀也或時御弟子達に此御ゆるしの力を与へ玉ひて宣はく汝等すぴりつさんとをうけよ又人間の科を聞それをただすべし然らば汝等世界にをひてさ めた ん事 は我も
 
（１ウ）





心なり其故は科を犯しても 申事あるまじきとおもはゞ猶ほしゐまゝに科をすべき事〇四にはすぴりつさんとのがらさ我等があにまに来り玉ふべき道を此さからめ を以て調へ玉ふ事是也其故はよくこんひさんを申たびごとにでうす御身 がら を与へ玉ふ事定まれる儀 それを如何といふに此さからめんと 二ッの徳儀あり一ッには科 け れたるあにまをいさぎよくなす事二ッに もるたるもてうしなひたるがらさとでう の御大切 二度もとむる事是也故を如何 いふに誰にてもあ こんひさんをよく致す をひては致したる程の科を悉くでうす赦し給ひ同くがらさ も下 るゝ也もし
 
（２ウ）
もるたる科なき人べにあるばかりを申 ば其赦しをも下されあまさへ持たるがらさの上に新 きがらさを下さるゝなり其ゆへは御主ぜずきりしと御だくはんとしてこんへそるを定め玉ふに依て二ッの御ゆるしを下さるゝ也一にはぜずきりしとの御名代としてきかるゝ科 赦さ ゝ事二ッには悪人科によて
来世にてうくべきくるしみを此世界にをひてそれにあひあたるぺにてんしやを与へらるゝをもて赦さるゝ事但し此世界 のぺにてんしや後生にてうくべき苦しみのほどにあひあたらざるにをひては其不足なる分をぶるがた りよにてうくべきなり故にこんひさん専也喩へばちや するいしやうはよご
 
（３オ）
るゝ物なるによてさい〳〵あらふごとく何れも其為隙を得こんへそるましましさはりなき を はしげくこんひさんを申す 事よきなり其ゆへはこんひさんを物にたとふればあにまのけ れをき むるすぴりつある湯屋の心也又人の出入 げきざし は必さうぢをもしげくせずしてかなはぬごとく我等があにまも種々の妄念言語進退のみだり をもてけがるゝ事定まれ 儀なれば い〳〵こ ひさんを致し其けがれ きよめずんば有べ らず　　　　
○弟二こんひさんを申べき人々たもつべき条々
こんひさんをふそくなる なく申 とおもはゞ左にあらはす条々をたもつべし一にはこんひさ を申さざる
 （３ウ）
まへに其覚悟の隙 定むべしゆへ如何となればこんひさんと云は犯せしほどの科を思ひ出 背き奉りしでうすの御前に出て御赦しを乞ひ奉る儀なれば御前に出奉らざるいぜんに先 かくご肝要
39
なり喩へば主人より代官しよくを給はり知行のさいばんをする者其かんぢやうをとげん時は先我が家の内にて算用をすべきがごとし二には如此かくごを致さん時をかせし科を猶たやすく思ひ出さん為に 次の弟三ヶ条にあらはす条々をよむ きくか て其一ヶ条づゝに心を留め犯したりや否やをしあんすべし又此たよりとなる事は過 こんひさんより此かたをくりし月日の数と其間にと あつかひたる題目
 
（４オ）
すまゐせし所あひ交りしともだち以下を思出すべき事〇三ッには此等の儀をよくしあんする 以て覚悟とゝのほりたるにをひては即ふかきこうくはいを起し今より後でうすのがらさを以て此等の 致すまじきとかたく思ひ定むべき事喩へば人ありて下人に深くふびんをくはふべき 彼者其主 對してをちどあるによて扶持 はなされてのち二度奉公の望み有てかへらん 思はゞ二ッの事をすべき事専也一ッにはそのをちどをくひかなしむ 其ゆへは後悔なくんば主人の赦しもあるべ らず二ッにはかさねて主人の氣にたがふましきと思ひ定むべき事かごとく我等も かりなき御恩を与へ玉ふぜずきりしとに
 （４ウ）
そむき奉りたる よて御赦しを蒙るべき為に かせし科を後悔し今よりのち何たる科 もを す
まじきと思ひさだむべし其外只今も達したるこうくはいなく又科ををかすまじきとの思ひさだめもよはき事を げきかなしまん事専也されば此後悔のつとめな 〳〵たしかなら 為にこんひさんを申ざる以前に何れの御影になりとも向ひて如此申上べし如何に御主ぜずきりしと我がでうすにてまします御身をそむき奉 数々のつみ科を犯したる事をつゝしんでこうくはい仕る也真に御内證 そむき奉らんよりは如 る る みなりともしのぎたらんは猶 さ べし只今も我か
 
（５オ）




いくたび程と申べし喩へば他の物をぬすみたる事十度あらば我盗みをしたる事十度ありと明かに申べしさりながら然々其数をしらずをよそ十度にもをよぶべきやいなやと思はゞ我れ盗みをせし事七八度多くは にも及ばんか 申べし兹にをひて一ッの心得あり如何なるもるたる科にてもあれはづかしさかをそれかにひかれかくす事あるべからず其故はこんへそるこんひさんを聞玉ふ時はぜずきり との御名代なればこんへそるに科をか す事は直にぜずきりしとを忖り奉ら とす こと ず是則さきりれじよといひて大き をもき科也故にこんひさんに一ッのもるたる科を くすに ひてはそれを初め
 （６オ）






教化に任せ御授けのぺにてんしやの外におらしよちしぴりなぜじゆん慈悲等の行体をなすべし此等の所作相叶ふにをひて 日々にもさなくは七日ごとになりとも致すべき事尤然るべき也其故はこ ひさんのぺにてんしやを油断によてをこたるか或 つとむるといふとも我が科に相當るほどのぺ て しやにあらずんばぷるがたうりよ をひて其不足なる所を深きくしみを以てほ ずべき事定りければ現在にて少づゝなりとも科をくりをすべき儀也さりながら此授けられしぺにてんしやの外の所作はせずし叶はずといふにはあらず
 
（７オ）
六ッに ゑうかりすち を受奉る人ならばこんひさん過てより今度も又授り奉るべきや否やをこんへそとひきはめ授かるべきにをひては左の心得 なすべし先是を授り奉らん人は其前の夜半時分よりのみも食物をたつべし若油断か又は何たる道に もあれ物をのみ食したるにをひては其日ゑうかりすちあ 受奉る事叶はず去ば此御授けに でうす 御実子我等が御主ぜずきりしと在せば深き敬ひをもて
41
あるたるに近づき我があにまを御見舞として御来迎なさ ゝでうすの御むかひ 出奉ると思ひとるべしさてあるたるの前にひざまづきぱあてれゑうかりすちやを授け給はん時は口をひら 舌をくちびる
 
（７ウ）











科を申す事曽てあ べからず只わが致 たる事ばかり ありのまゝに申 し又兹にをひて一ッの心得肝要也左に き るすまだめんとすに付 の条々皆もるたる科 非すべにあるもあるなり其故はいづれのまだめんとをなりともそむく時其そむきやうかろくはべにある な をもくはもるたる なるなり喩へば四ばんめのまだめんとに付て夫は其妻きぶくあたりたるやと左にあらは べ ところをば如此分別すべしおとこ其妻を無理に打擲し又はきずをつけたる事あらばもるたる科 たゞし軽き辞の折檻か少しうつ 以下はべにあ 也同七ばんのまだめんとに盗みすべからず ある事 いふ 其盗
 
（９オ）
のあたひ凡銀ね三分四分の儀な べにあ なたゞし十文目二十目ともとりたるにをひて もたる科也他是に同し　　　
○まだめんとすの事
42
























一ぜんちよにあたるせいもん中にも湯ぎしやう火ぎしやうをとるか人にとらするかせし事ありや二きりしたんにあたるせいもんたりといふともそらぜいもんを致したる事有や の題目真なるにをひては るたる科にはあらざれども肝要の子細なく敬 なきにをひてはべに 科 なるべし又か
のせいもんを致せし事人にあたをなさんとの心




































九害すべき程の なくして我が進退する者を害させたるか或は其科真なりや否やを知ずして成敗したる事ありや十人を成敗する時叶ひながらこんひさん 申 ざりし事ありや又其者ぜんちよ り を叶 ながら
さゞるいぜんにきりしたんになさゞりし事ありや






























はりの道をしらざる人か又はふぼんのぐはんある人にてありしやを申分べし二女人のくはいにんせざるやうにまじはりをなせし事ありや三手かけをもちた や四手づからじやいんをもらしたりや又妄念 よて人の身に手をふれたる事ありや五にやくだうの科六れんぼのうたをうたひ又はれんぼ 沙汰を聞き語るをもて悦びたりや又加
の沙汰ある書物を











































































































































































































































































はすなりこれも又やすくたづねあたらしめんがためにかみかずの一二三にし がひこゝにあつめをくじのうへにも一二三をつくるなりひとたびまへにつけた字をかさねてはつけざるがゆへにか かずと字のうへのかずをみあはせたづぬる字なきにをひてはまへにありとこゝろ あとをたづぬべし○一
○
善
か
ぜんさ
作
か
○
送
か
をくる
○
儀
か
ぎ
○
理
か
ことはり
○
真
か
しんじつ
実
か
○
信
か
しんずる
○
後
か
ごしやう
生
か
○
是
か
これすなはち
即
か
○
喩
か
たとへ
○
其
か
そのやまひ
病
か
○
根
か
ね
○
後
か
のち
○
二
か
ふたゝび
度
か
○
道
か
みち
○
教
か
をしゆる
○
者
か
ものなり
也
か
○
一
か
いっさい
切
か 
（
27ウ）
○
悪
か
あくにん
人
か
○
科
か
とが
○
専
か
もつぱら
○
光
か
くはういん
陰
か
○
左
か
ひだり
○
徳
か
とくぎ
儀
か
○
人
か
にんげん
間
か
○
定
か
さだめ
○
依
か
よつて
○
位
か
くらゐ
○
与
か
あたへ
へ
か
○
御
か
おんあるじ
主
か
○
糺
か
たゞし
○
或
か
あるとき
時
か
○
弟
か
でし
子
か
○
達
か
たち
○
力
か
ちから
○
宣
か
のたまふ
ふ
か
○
汝
か
なんだち
等
か
○
聞
か
きゝ
○
然
か
しかれば
○
世
か
せかい
界
か
52
○二
○
御
か
みことば
辞
か
○
御
か
ごをん
恩
か
○
同
か
どうしやう
生
か
○
若
か
もし
○
役
か
やく
○
給
か
たまふ
○
申
か
まうす
○
似
か
にあひ
合
か
○
導
か
みちびく
○
天
か
てんぐ
狗
か
○
故
か
ゆへ
○
犯
か
をかす
○
猶
か
なを
○
来
か
きたる
○
調
か
とゝのゆる
○
誰
か
たれ
○
致
か
いたす
○
程
か
ほど
○
悉
か
こと〴〵く
○
赦
か
ゆるす
○三
○
持
か
もつ
○
新
か
あたらし
○
名
か
みやうだい
代
か
○
来
か
らいせ
世
か
○
但
か
たゞし
○
苦
か
くるしむ
○
不
か
ふそく
足
か
○
分
か
ぶん
○
隙
か
ひま
○
湯
か
ゆや
屋
か
○
出
か
しゆつにう
入
か
○
必
か
かならず
○
我
か
われら
等
か
○
種
か
しゆ〴〵
々
か
○
妄
か
まうねん
念
か
○
言
か
ごんご
語
か
○
進
か
しんだい
退
か
○
条
か
でう〴〵
々
か 
（
28オ）
○四
○
覚
か
かくご
悟
か
○
如
か
いかん
何
か
○
云
か
いふ
○
思
か
おもひ
ひ
か
○
背
か
そむく
○
乞
か
こふ
○
先
か
まづ
○
肝
か
かんよう
要
か
○
主
か
しゆじん
人
か
○
代
か
だいくはん
官
か
○
知
か
ちぎやう
行
か
○
家
か
いゑ
○
算
か
さんよう
用
か
○
次
か
つぎ
○
否
か
いなや
○
数
か
かず
○
題
か
だいもく
目
か
○
交
か
まじはる
○
起
か
をこす
○
深
か
ふかく
○
彼
か
かのもの
者
か
○
對
か
たいする
○
扶
か
ふち
持
か
○
奉
か
ほうこう
公
か
○
後
か
こうくはい
悔
か
○
氣
か
き
○五
○
蒙
か
かうむる
○
達
か
たつする
○
御
か
ごゑい
影
か
○
向
か
むかふ
○
仕
か
つかまつる
○
真
か
まこと
○
内
か
ないせう
證
か
○
右
か
みぎ
○
足
か
あし
○
文
か
もん
○
唱
か
となふ
○
殘
か
のこす
○
慥
か
たしかに
○六
○
他
か
た
○
盗
か
ぬすむ
○
明
か
あきらか
○
兹
こ
こゝ
○
直
か
ぢき
○
忖
か
たばかり
○
則
か
すなはち
○
初
か
はじめ
○
却
か
かへつて
○
重
か
かさぬる
○
無
か
むやく
益
か
○
爰
か
こゝ
○
勝
か
まさり
○
隠
か
かくす
○
恐
か
をそれ
○
退
か
しりぞく
○
曽
か
かつて
○
縦
か
たとひ
○
命
か
いのち
○
失
か
うしなふ
○
授
か
さづくる
○
忘
か
わするゝ
 
（
28ウ）
○七
○
○
か
やう
教
か
けうけ
化
か
○
任
か
まかす
○
慈
か
じひ
悲
か
○
行
か
ぎやうたい
体
か
○
所
か
しょさ
作
か
○
相
か
あひかなふ
叶
か
○
尤
か
もつとも
○
油
か
ゆだん
断
か
○
當
か
あたる
○
現
か
げんざい
在
か
○
受
か
うくる
○
過
か
すぐる
○
夜
か
やはん
半
か
○
食
か
しよくぶつ
物
か
○
食
か
くふ
○
実
か
じつし
子
か
○
在
か
まします
○
敬
か
うやまひ
○
近
か
ちかづく
○
見
か
みまふ
舞
か
○
来
か
らいかう
迎
か
○
舌
か
した
○八
○
歯
か
は
○
手
か
て
○
小
か
こはんじ
半時
かか
○
遁
か
のがるゝ
○
汝
か
なんぢ
○
訴
か
そせう
訟
か
○
悦
か
よろこび
○
未
か
いまだ
○
留
か
とゞむる
○九
○
皆
か
みな
○
非
か
あらず
○
夫
か
おつと
○
妻
か
つま
○
打
か
ちやうちやく
擲
か
○
軽
か
かろし
○
折
か
せつかん
檻
か
○
凡
か
をよそ
○
銀
か
しろかね
○
貴
か
たつとぶ
○
守
か
まもる
○
父
か
ぶも
母
か
○
孝
か
かう〳〵
行
か
○
害
か
ころす
○
邪
か
じやいん
淫
か
○
偸
か
ちうたう
盗
か
○十
○
宝
か
たから
○
望
か
のぞむ
○
神
か
かみ
○
拜
か
おがむ
○
幾
か
いくたび
度
か
○
祈
こ
きたう
禱
こ
○
言
か
ことば
葉
か
○
顕
か
あらはす
○
珠
か
じゅず
数
か
○
行
か
をこなひ
○
夢
か
ゆめ
 
（
29オ）
○十一
○
疑
か
うたがふ
○
出
か
しゆつらい
来
か
○
恨
か
うらみ
○
治
か
おさむ
○
子
か
しさい
細
か
○十二
○
約
か
やくそく
束
か
○
肉
か
にくじき
食
か
○
餘
か
よぎ
儀
か
○十三
○
随
か
したがふ
○
男
か
なんし
子
か
○
女
か
によし
子
か
○
落
か
おつる
○
専
か
せんよう
要
か
○
旨
か
むね
○
保
か
たもつ
○
心
か
こゝろがけ
懸
か
○
領
か
りやうない
内
か
○
公
か
くじ
事
か
○
沙
か
さた
汰
か
○
落
か
らくぢやく
着
か
○
米
か
べいせん
錢
か
○十四
（○
か
注
）成
か
せいばい
敗
か
○
○
か
ころす
奉
か
ぶぎやう
行
か
○
百
か
ひやくしやう
姓
か
○
自
か
じた
他
か
○
地
か
ぢとう
頭
か
○
利
か
り
○十五
○
多
か
おほく
○
請
か
うくる
○
情
か
なさけ
○
飯
か
はんまい
米
か
○
五
か
ごこく
穀
か
○
置
か
をく
○
恥
か
ちじよく
辱
か
○
悪
か
あつこう
口
か
○十六
○
刀
か
かたな
○
死
か
しする
○
薬
か
くすり
○
語
か
かたる
○
書
か
しよもつ
物
か
○
妄
か
みだり
○
使
か
つかひ
○十七
○
金
か
きんぎん
銀
か 
（
29ウ）
○十八
○
一
か
いちみ
味
か
○十九
○
善
か
ぜんじ
事
か
○
財
か
ざいほう
宝
か
○
求
か
もとむ
○廿
○
酒
か
さけ
○
仇
か
あた
○
扶
か
たすかる
○
一
か
いちえん
圓
か
○
談
か
だんぎ
儀
か
○
聴
か
ちやうもん
聞
か
○
朝
か
あした
○
立
か
たちあがる
揚
か
○廿一
○
終
か
をはり
○
捧
か
さゝぐ
○
糺
か
きうめい
明
か
○
憐
か
あはれむ
○
死
か
しきよ
去
か
○廿二
○
守
か
しゆご
護
か
○
敵
か
てき
○
心
か
しん〴〵
信
か
○
血
か
ち
○
病
か
びやうじや
者
か
○
醫
か
いしや
者
か
○廿三
○
家
か
けない
内
か
○
司
か
つかさ
○
毒
か
どくやく
薬
か
○廿四
○
籠
か
こもる
○
恩
か
をんしやう
賞
か
○廿五
○
親
か
をや
○
養
か
やしなひ
○
勤
か
つとむる
○
悲
か
かなしむ
○
疵
か
きず
 
（
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注
　
原文では、 「
○
」を欠いているので、私に補った。
（うるしざき
　
まさと／本学教授）
